
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨は、午後 1 時間の行動を 36 名で行い、218 筆集め 

読売・NHK の２社の取材を受けました。 
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日本医労連増員闘争本部

TEL：03-3875-5871 

FAX：03-3875-6270 

14 日は青森、岩手、山形、福島、

千葉、山梨、三重、滋賀、京都、和歌

山、岡山、広島、愛媛、福岡、熊本、

大分、沖縄で、15 日は秋田、富山、

岐阜、愛知で行われました。 

 熊本県医労連は、70 名参加で学習会（①放射

能って何だろう／熊本大学大学院助教：肥合康

弘氏、②TPP は医療・介護に大影響／日本医労

連・中野）を行ったあと、宣伝行動を行いまし

た。56 名参加、1 時間でなんと 906 筆！！学生

が「めんどくさか～」などと言おうもんなら「何

がめんどくさか、あんたらも病気すっとっと」

と宝の囲い込み。それでもみんな笑顔の楽しく

元気な行動でした。熊
本
の
み
な
さ
ん 

山梨のみなさん 



 

沖縄のみなさん

 参加者 64 名の沖縄ナースウェーブ。 

 来賓として初めて県看護協会が参加しました。宮里光子副会長は、「本来なら来

賓ではなく、一緒に行動しなければならないと感じている。看護師の厳しい現状

を変えて、働き続けていける環境をつくるために共に頑張ってまいりましょう」

と挨拶されました。 

 日本医労連から田中千恵子中央執行委員長が「いきいきと誇りを持って働き続

けるために」のテーマで講演しました。 

 学習会後は、県庁前の県民広場で署名宣伝行動を行い、1 時間で 471 筆の署名

を集めました。 
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